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要  旨 

 

本研究は、来るべき自動運転車時代の道路交通政策を道路管理および交通管理の視点から

検討したものである。世界に伍して車両技術を提供ができる実力がありながら、わが国では、

その技術を社会システムに落とし込むことが難しく、社会実験で証明できにくい。わが国独

特の課題で、人はそれをガラバコス社会というが、交通社会にも国際基準と異なる点が多々

存在する。そこで、自動運転車および多車種の時代に相応しい道路管理と交通管理を念頭に、

これからの道路交通政策の議論のうち、非幹線道路に限定してとりまとめた。欧米の自動車

先進国の都市づくり、自動車への対応の仕方をベースに地区交通管理計画として自動運転車

の受け入れのための道路管理と交通管理のあり方と課題を整理したものである。 
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